
(57)【要約】

【課題】設備のコンパクト化やコスト低減が図られると

ともに、ブラシを用いずとも洗浄効果の大きい内視鏡の

洗浄消毒装置を提供する。

【解決手段】内視鏡の洗浄消毒装置２００は、内視鏡３

００の管路３１０～３１４に接続される接続部材２Ａ～

２Ｃと、接続部材を介して管路に空気を圧送するエアー

ポンプ４と、接続部材を介して管路に洗浄液を間歇的に

送液するポンプ８、及び空気又は洗浄液の少なくとも一

方を前記管路に間歇的に供給する電磁弁６とを備えてい

る。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 管 路 に 接 続 さ れ る 接 続 部 材 と 、
前 記 接 続 部 材 を 介 し て 前 記 管 路 に 空 気 を 圧 送 す る エ ア ー ポ ン プ と 、
前 記 接 続 部 材 を 介 し て 前 記 管 路 に 洗 浄 液 を 送 液 す る 送 液 手 段 と 、
前 記 空 気 又 は 洗 浄 液 の 少 な く と も 一 方 を 前 記 管 路 に 間 歇 的 に 供 給 す る 間 歇 供 給 手 段 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 内 視 鏡 の 種 類 を 入 力 す る 入 力 部 と 、 前 記 入 力 部 の 入 力 デ ー タ に 応 じ て 前 記 エ ア ー ポ ン
プ の 吐 出 圧 も し く は 吐 出 量 、 又 は 、 前 記 送 液 手 段 の 送 液 量 も し く は 送 液 の タ イ ミ ン グ を 制
御 す る 制 御 手 段 と を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 内 視 鏡 の 内 部 に 設 け ら れ た 管 路 を 洗 浄 消 毒 す る た め の 洗 浄 消 毒 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 内 視 鏡 は 、 術 者 が 操 作 を 行 う 操 作 部 と 、 患 者 の 体 内 に 挿 入 す る 軟 質 で 長 尺 な 挿 入
部 と を 備 え て い る 。 操 作 部 に は 、 鉗 子 口 、 送 気 ／ 送 水 口 、 及 び 吸 引 口 な ど の 開 口 部 が 設 け
ら れ 、 内 視 鏡 の 内 部 に は こ れ ら 開 口 部 と 挿 入 部 先 端 と を 連 通 さ せ る 管 路 が 形 成 さ れ て い る
。 術 者 は 、 挿 入 部 を 患 者 の 消 化 器 等 の 臓 器 内 に 挿 入 し て 患 部 の 診 断 を 行 い 、 又 は 、 鉗 子 口
か ら 挿 入 し た 鉗 子 を 管 路 を 介 し て 挿 入 部 先 端 か ら 送 出 さ せ て 患 部 の 処 置 等 を 行 う よ う に な
っ て い る 。 又 、 送 気 ／ 送 水 口 や 吸 引 口 に バ ル ブ を 取 付 け 、 こ れ ら バ ル ブ を 調 整 し て 挿 入 部
先 端 へ 管 路 を 介 し て 洗 浄 液 を 送 出 し た り 、 挿 入 部 先 端 か ら 管 路 を 介 し て 体 液 等 を 吸 引 す る
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 患 者 の 処 置 が 終 了 す る と 、 内 視 鏡 の 殺 菌 消 毒 が 行 わ れ る が 、 殺 菌 に 先 立 ち 、 内
視 鏡 に 付 着 し た タ ン パ ク 質 等 の 汚 れ を 洗 浄 す る た め 、 酵 素 洗 剤 に よ る 洗 浄 が 必 要 と な る 。
特 に 、 内 視 鏡 の 管 路 は 細 径 で か つ 長 い こ と か ら 、 洗 浄 器 を 用 い て 洗 浄 液 を 管 内 に 定 常 的 に
圧 送 す る こ と に よ っ て 、 管 内 に 付 着 し た 、 た ん ぱ く 質 等 を 剥 離 、 洗 浄 す る こ と が 一 般 的 に
行 わ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 ２ ７ ４ ９ ２ ８ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 し た 従 来 技 術 の 場 合 、 た ん ぱ く 質 の 剥 離 、 洗 浄 が 完 全 に は 行 わ れ な い
。 そ こ で 、 洗 浄 器 に よ る 洗 浄 の 前 に 、 ブ ラ シ を 管 内 に 挿 入 し て 洗 浄 す る 予 備 洗 浄 を 行 う 技
術 が 開 発 さ れ た 。 し か し 、 こ の ブ ラ シ 法 に よ れ ば 、 洗 浄 に 伴 っ て ブ ラ シ 自 体 が 汚 れ る た め
、 ブ ラ シ を 洗 浄 す る た め の 余 分 な 装 置 が 必 要 と な り 、 設 備 の コ ン パ ク ト 化 や コ ス ト 低 減 の
点 で 問 題 が あ っ た 。 又 、 内 視 鏡 の 種 類 に よ っ て 管 路 の 径 や 長 さ も 異 な る が 、 同 一 の ブ ラ シ
で 対 応 し よ う と す る と 、 充 分 に 洗 浄 で き な い 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 発 明 者 ら は 、 洗 浄 液 を 、 定 常 流 で な く 、 脈 動 流 に す る こ と に 着 眼 し た 。 そ し て
、 試 し に 洗 浄 型 便 座 等 に 用 い ら れ る 水 圧 ポ ン プ （ 脈 動 ポ ン プ ） を 内 視 鏡 の 管 路 に 接 続 し て
み た が 、 管 路 の 途 中 で 脈 動 流 が 減 衰 し て し ま い 、 充 分 な 洗 浄 効 果 が 得 ら れ な い こ と が 判 明
し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 上 記 し た 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 設 備 の コ ン パ ク ト 化 や コ ス ト 低 減 が
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図 ら れ る と と も に 、 洗 浄 効 果 の 大 き い 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 は 、 内 視 鏡 の 管 路 に 接 続
さ れ る 接 続 部 材 と 、 前 記 接 続 部 材 を 介 し て 前 記 管 路 に 空 気 を 圧 送 す る エ ア ー ポ ン プ と 、 前
記 接 続 部 材 を 介 し て 前 記 管 路 に 洗 浄 液 を 送 液 す る 送 液 手 段 と 、 前 記 空 気 又 は 洗 浄 液 の 少 な
く と も 一 方 を 前 記 管 路 に 間 歇 的 に 供 給 す る 間 歇 供 給 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
こ の よ う に す る と 、 内 視 鏡 の 管 路 内 に 洗 浄 液 が 間 歇 的 に 送 ら れ る の で 、 洗 浄 液 の 流 れ が 脈
動 と な り 、 内 視 鏡 の 管 路 内 壁 へ の 衝 撃 力 が 大 き く な る の で 、 ブ ラ シ を 用 い な く と も 洗 浄 効
果 が 大 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 に お い て は 、 前 記 内 視 鏡 の 種 類 を 入 力 す る 入 力 部 と 、 前 記
入 力 部 の 入 力 デ ー タ に 応 じ て 前 記 エ ア ー ポ ン プ の 吐 出 圧 も し く は 吐 出 量 、 又 は 、 前 記 送 液
手 段 の 送 液 量 も し く は 間 歇 送 液 の タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 制 御 手 段 と を さ ら に 備 え て も よ い
。
こ の よ う に す る と 、 内 視 鏡 の 種 類 に よ っ て 管 路 の 径 や 長 さ も 異 な っ て も 、 エ ア ポ ン プ と 送
液 手 段 を 制 御 す る だ け で 対 応 す る こ と が で き 、 複 数 の ブ ラ シ を 用 意 す る 等 の 煩 雑 な 手 間 や
ス ペ ー ス が 不 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に つ い て 各 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に か か る 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒
装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ は 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 の 内 部 構 成 を 示 す 図 で あ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ に お い て 、 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 ２ ０ ０ は 、 装 置 本 体 内 に エ ア ー ポ ン プ ４ 、 電 磁 弁 ６
、 ポ ン プ ８ 、 洗 浄 液 ボ ト ル １ ０ 、 制 御 部 １ ２ 、 入 力 部 １ ４ 、 配 管 ２ ０ ～ ２ ２ 、 分 岐 配 管 ３
０ ～ ３ ２ 、 加 温 タ ン ク ４ ０ 、 ポ ン プ ５ ０ を 備 え 、 装 置 本 体 か ら 外 側 に ３ つ の チ ュ ー ブ ３ Ａ
～ ３ Ｃ が 延 び 、 各 チ ュ ー ブ の 先 に 接 続 部 ２ Ａ ～ ２ Ｃ を 備 え て い る 。 接 続 部 ２ Ａ ～ ２ Ｃ は 、
内 視 鏡 ３ ０ ０ の 管 路 の 出 口 で あ る 、 鉗 子 口 ３ １ ０ 、 送 気 ／ 送 水 口 ３ １ ２ 、 及 び 吸 引 口 ３ １
４ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
チ ュ ー ブ ３ Ａ ～ ３ Ｃ 及 び 接 続 部 ２ Ａ ～ ２ Ｃ に は 管 路 ２ ０ Ａ ～ ２ ２ Ａ が 通 り 、 各 管 路 は 配 管
２ ０ ～ ２ ２ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 配 管 ２ ０ ～ ２ ２ は エ ア ー ポ ン プ ４ の 吐
出 口 に 接 続 さ れ 、 エ ア ー ポ ン プ ４ か ら 空 気 を 圧 送 さ れ る 。 又 、 各 配 管 ２ ０ ～ ２ ２ は 、 そ れ
ぞ れ 分 岐 部 ３ ０ ～ ３ ２ で 分 岐 し 、 各 分 岐 部 は そ れ ぞ れ 電 磁 弁 ６ を 介 し て ポ ン プ ８ 、 ５ ０ の
吐 出 口 に 接 続 さ れ て い る 。 ポ ン プ ８ は 洗 浄 液 ボ ト ル １ ０ か ら 洗 浄 液 を 給 液 さ れ 、 ポ ン プ ５
０ か ら 洗 浄 液 を 希 釈 す る た め の 加 温 水 を 送 液 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
エ ア ー ポ ン プ ４ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ や 吐 出 量 、 電 磁 弁 ６ の 開 閉 や 開 度 、 ポ ン プ ８ 、 ５ ０ の Ｏ Ｎ
／ Ｏ Ｆ Ｆ や 吐 出 量 は 、 制 御 部 １ ２ に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。 制 御 部 １ ２ は Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 演
算 処 理 装 置 ） 等 か ら な り 、 入 力 部 １ ４ か ら の 入 力 デ ー タ に 基 づ い て 制 御 を 行 う よ う に な っ
て い る 。 入 力 部 １ ４ は 、 ス イ ッ チ ボ タ ン や テ ン キ ー 等 か ら な り 、 操 作 者 が 適 宜 入 力 し て 操
作 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
な お 、 内 視 鏡 ３ ０ ０ は 、 術 者 が 操 作 す る 操 作 部 ３ ０ １ と 、 操 作 部 ３ ０ １ か ら 延 び る 挿 入 部
３ ０ ３ 、 基 部 ３ ０ ７ と を 備 え 、 操 作 部 ３ ０ １ に 鉗 子 口 ３ １ ０ 、 送 気 ／ 送 水 口 ３ １ ２ 、 及 び
吸 引 口 ３ １ ４ が 設 け ら れ 、 こ こ か ら 複 数 の 管 路 が 内 視 鏡 内 に 設 け ら れ て い る 。 内 視 鏡 の 構
造 に つ い て は 従 来 の も の と 変 わ ら な い の で 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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次 に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 ２ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 接 続 部 ２ Ａ ～ ２ Ｃ
を 、 そ れ ぞ れ 鉗 子 口 ３ １ ０ 、 送 気 ／ 送 水 口 ３ １ ２ 、 及 び 吸 引 口 ３ １ ４ に 接 続 し て 装 置 を 動
作 さ せ る と 、 エ ア ー ポ ン プ ４ か ら 所 定 圧 力 で 空 気 が 吐 出 さ れ 管 路 ２ ０ Ａ ～ ２ ２ Ａ を 介 し て
、 内 視 鏡 の 管 路 に 空 気 が 圧 送 さ れ 、 挿 入 部 ３ ０ ３ の 先 端 か ら 外 部 へ 流 出 す る 。 又 、 圧 送 空
気 の 一 部 は 、 基 部 ３ ０ ７ 側 の 管 路 の 開 口 か ら 外 部 へ 流 出 す る 。 こ の よ う に し て 、 内 視 鏡 の
す べ て の 管 路 に 空 気 が 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
又 、 ポ ン プ ８ 、 ５ ０ に よ り 加 温 水 と 混 合 さ れ た 洗 浄 液 が 、 電 磁 弁 ６ 、 分 岐 配 管 ３ ０ ～ ３ ２
を 経 て 配 管 ２ ０ ～ ２ ２ の 空 気 流 に 送 液 さ れ る 。 こ こ で 、 ポ ン プ ８ 、 ５ ０ の オ ン ／ オ フ を 切
替 え た り 、 電 磁 弁 ６ の 開 閉 を 切 替 え る こ と に よ り 、 洗 浄 液 が 間 歇 的 に 吐 出 さ れ る よ う に な
っ て い る 。 こ の よ う に す る と 、 空 気 流 中 に 洗 浄 液 が 間 歇 的 に 送 ら れ る の で 、 内 視 鏡 の 管 路
内 の 洗 浄 液 の 流 れ が 脈 動 と な り 、 内 視 鏡 の 管 路 内 壁 へ の 衝 撃 力 が 大 き く な る の で 、 洗 浄 効
果 が 大 と な る 。 又 、 洗 浄 型 便 座 等 に 用 い ら れ る 一 般 の 脈 動 ポ ン プ 等 に よ り 水 流 の み を 脈 動
さ せ る 方 法 で は 、 長 尺 な 管 路 の 途 中 で 水 勢 が な く な っ て し ま う が 、 本 発 明 で は 空 気 と 洗 浄
液 の 混 じ っ た 流 体 が 管 路 内 を 流 れ て お り 、 洗 浄 液 の 流 れ に 空 気 の 流 速 が 加 わ る の で 、 管 路
の 途 中 で 脈 動 が 減 衰 す る こ と が な く 、 管 路 全 体 を 充 分 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
又 、 空 気 そ の も の を 間 歇 的 に 圧 送 し て も よ く 、 こ の 場 合 は 、 電 磁 弁 ６ を 分 岐 配 管 ３ ０ ～ ３
２ で な く 、 配 管 ２ ０ ～ ２ ２ 側 に 設 置 し 、 電 磁 弁 ６ を 開 閉 す れ ば よ い 。 こ の 場 合 、 電 磁 弁 を
配 管 ２ ０ ～ ２ ２ の 出 側 に 設 置 す る と 、 分 岐 配 管 ３ ０ ～ ３ ２ か ら の 洗 浄 液 と 配 管 ２ ０ ～ ２ ２
か ら の 空 気 の 混 じ っ た 流 体 が 電 磁 弁 に よ っ て 間 歇 的 に 内 視 鏡 の 管 路 に 供 給 さ れ 、 洗 浄 液 が
脈 動 と な る 。 又 、 電 磁 弁 を 配 管 ２ ０ ～ ２ ２ の エ ア ー ポ ン プ ４ 側 に 設 置 す る と 、 洗 浄 液 は 常
に 供 給 さ れ る が 、 空 気 が 間 歇 的 に 供 給 さ れ る の で 、 結 果 と し て 内 視 鏡 内 で 両 者 が 混 ざ り 、
洗 浄 液 が 脈 動 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
と こ ろ で 、 内 視 鏡 の 種 類 に よ っ て は 管 路 の 径 や 長 さ も 異 な っ て お り 、 こ れ ら を 充 分 に 洗 浄
す る た め に は 、 洗 浄 条 件 を 最 適 化 す る 必 要 が あ る が 、 本 発 明 は 、 空 気 と 水 の 少 な く と も 一
方 の 間 歇 的 な 送 液 に よ り 洗 浄 を 行 う た め 、 調 整 が 容 易 で あ る 。 つ ま り 、 管 路 の 径 や 長 さ が
大 き い 場 合 は 、 圧 損 を 考 慮 し て エ ア ー ポ ン プ の 吐 出 圧 や 吐 出 量 を 大 き く す れ ば よ く 、 又 、
管 路 の 汚 れ 状 態 に 応 じ て ポ ン プ の オ ン ／ オ フ タ イ ミ ン グ 、 送 液 圧 、 あ る い は 電 磁 弁 の 開 度
や 開 閉 タ イ ミ ン グ を 調 整 す れ ば よ く 、 こ れ ら の 調 整 は ポ ン プ や 電 磁 弁 を 制 御 部 １ ２ か ら の
電 気 信 号 で 制 御 す る だ け で よ い の で 、 調 整 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 ２ ０ ０ は 、 内 視 鏡 の 内 部 の 洗 浄
だ け で な く 、 消 毒 を 行 う こ と も で き る 。 こ の 図 に お い て 、 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 ２ ０ ０ の
上 部 に は 洗 浄 槽 を 有 し 、 洗 浄 槽 内 に 満 た し た 洗 浄 液 や 消 毒 液 を オ ー バ ー フ ロ ー 口 ６ ８ か ら
オ ー バ ー フ ロ ー さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 図 示 し な い 内 視 鏡 を 洗 浄 槽 内 に 設 置 し 、 前 記 図 １ で 説 明 し た よ う に し て 、 内 視 鏡
の 洗 浄 消 毒 装 置 ２ ０ ０ と 接 続 す る 。 ま ず 、 内 視 鏡 の 管 路 を 温 水 洗 浄 す る 。 温 水 洗 浄 は 、 給
水 口 ６ ０ か ら 洗 浄 槽 に 給 水 及 び 加 温 タ ン ク ４ ０ の 温 水 を 送 っ て 内 視 鏡 外 側 を 洗 浄 す る 。 又
、 エ ア ー ポ ン プ Ａ Ｐ ４ か ら の 吐 出 空 気 に 、 加 温 タ ン ク ４ ０ の 加 温 水 を 電 磁 弁 ６ を 介 し て 間
歇 的 に 供 給 し 、 内 視 鏡 の 管 路 を 温 水 で 脈 動 洗 浄 す る 。 そ し て 、 排 水 し た 後 、 上 記 し た 温 水
の 代 わ り に 、 エ ア ー ポ ン プ Ａ Ｐ ４ か ら の 吐 出 空 気 に 、 洗 浄 液 ボ ト ル １ ０ の 洗 浄 液 と 加 温 水
を 混 合 し た も の を 電 磁 弁 ６ を 介 し て 間 歇 的 に 供 給 し 、 脈 動 に よ り 内 視 鏡 管 路 を 洗 浄 す る 。
洗 浄 液 を 排 水 し た 後 、 同 様 に 脈 動 水 を 内 視 鏡 管 路 に 供 給 し て す す ぎ を 行 う 。 排 水 後 、 洗 浄
液 の 代 わ り に 消 毒 液 タ ン ク ４ ４ の 消 毒 液 を 用 い 、 脈 動 に よ り 内 視 鏡 管 路 を 洗 浄 す る 。 消 毒
液 を 回 収 し た 後 、 同 様 に 脈 動 水 を 内 視 鏡 管 路 に 供 給 し て す す ぎ を 行 い 、 排 水 後 、 エ ア ー ブ
ロ ー に よ り 内 視 鏡 管 路 及 び 外 側 を 乾 燥 す る 。 以 上 の よ う に し て 、 内 視 鏡 の 洗 浄 及 び 消 毒 作
業 が 終 了 す る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 は 上 記 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 の 技 術 思 想 の 範 囲 内 に お い て 、 各 実 施 形 態
は 適 宜 変 更 さ れ 得 る こ と は 明 ら か で あ る 。 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 を 内 視 鏡 に 接 続 す る 態 様
も 上 記 に 限 ら れ ず 、 例 え ば 、 図 １ に お け る 内 視 鏡 の 基 部 ３ ０ ７ 側 の 管 路 ３ １ ４ Ｂ 、 ３ １ ２
１ Ｂ 、 ３ １ ２ ２ Ｂ に 接 続 部 を 接 続 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 の 管 路 へ 空 気 又 は 洗 浄 液 が 間 歇 的 に 供 給 さ
れ る の で 、 洗 浄 液 の 流 れ が 脈 動 と な り 、 内 視 鏡 の 管 路 内 壁 へ の 衝 撃 力 が 大 き く な る の で 、
洗 浄 効 果 が 大 と な る 。 又 、 洗 浄 液 の 流 れ に 空 気 の 流 速 が 加 わ る の で 、 管 路 の 途 中 で 洗 浄 液
の 脈 動 が 減 衰 す る こ と が な く 、 管 路 全 体 を 充 分 洗 浄 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 ブ ラ シ が
不 要 と な る の で 、 設 備 の コ ン パ ク ト 化 や コ ス ト 低 減 が 図 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置 の 内 部 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ Ａ ～ ２ Ｅ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 接 続 部 材 （ 接 続 部 ）
４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ア ー ポ ン プ
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 間 歇 供 給 手 段 （ 電 磁 弁 ）
８ 、 ５ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 送 液 手 段 （ ポ ン プ ）
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 制 御 部
１ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 力 部
２ ０ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 内 視 鏡 の 洗 浄 消 毒 装 置
３ ０ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 内 視 鏡
３ １ ０ ～ ３ １ ４ Ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 内 視 鏡 の ） 管 路
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